
皆さんは、こういうことに興味ありませんか。

ワークショップを活性化するための情報システム
ワークショップの成果を評価するための情報システム

そんな皆さんをお待ちしています。

ワークショップは、参加者間のインタラクションが活発
で複雑な環境だというだけでなく、得られる結果も多種
多様です。そのため、情報技術を導入するときの切り口
もたくさん考えられます。

皆さんも一緒に、ワークショップで“使える”情報システ
ムについて、体験しながら考えていきましょう。

25 ワークショップのための情報技術を考えよう
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